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イ シ ノ ミ （無翅昆虫類 ・イ シ ノ ミ目） の 初期発生 とそ の特徴

町 田 竜
一

郎，安藤　総 （筑波大 ・菅平実験 セ ）

Cleavage 　in　the　jumping　bristleta員s （lnsecta，　Apterygota，　M 韮cr   oryphia ）

RYU 五CHIRO 　 MACHIDA ，　H 正RGSHI 　ANDO

　一
般 に 外腮類昆虫の 卵割は表割 で あ り，こ れ は外腮類の 重要な特徴 とな っ て い る。しか し なが ら，今回 ，演

者等 は ヒ ト ッ モ ン イ シ ノ ミ の 初期発生 を観察 した と こ ろ，こ の 昆虫 で は，核 と細胞質 の 分裂 の 斉時性は あ ま り

厳密で は ない もの の ，卵割 は 細胞質分裂を伴 い ，全割 の
一

種 で あ る こ とが 確認 さ れ た 。 こ の こ と は ，外腮類昆

虫 を こ の イ シ ノ ミ 類 と基本的に 表割を行な うシ ミ
ー

有翅昆虫群とに 系統的 に 二 分す る考え 方 を 支持す る も の で

あ る 。 また ，イ シ ノ ミ 類 の 全割を，触角類 に お い て 全 割 が 基本形質 と考 え られ る こ とか ら．昆虫類 の 多足類 型

祖先型の 原的状態 に 関連 して い る と考え る の は 不 自然 で な い もの と思われ る 。

ヒ メキ ヌ ゲ カム リ （甲殻綱 ・短尾類 ・カイカ ム リ科） の 後期幼生 に つ い て

村岡健作 （神奈川県博）
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　カ イ カ ム リ科 の カ ニ 類の 幼生発生 は 幼 生 期 （ゾ エ ア ・メ ガ ロ バ ）を 経 て 稚 ガ ニ に 変態 す る 型 と，幼生期を経

な い で 有接稚 ガ ニ に 変態す る型 とが知 られ て い る 。 今回 ，東京大学海洋研究所 の 白鳳丸 の 研究航海 （KH81 −5）

で ヒ メ キ ヌ ゲ カ ム リ の メ ガ 卩 バ を 採集 し ，飼育 して稚 ガ ニ に 変態 させ た。本種 の 幼生期 に つ い て は，こ れ ま で

に 記載され て い な い が，既報 の 本科の 幼生発生 の 過程 か ら推 察 して ，本種 は ゾ エ ア 期 を経 て メ ガ ロ バ ．稚 ガ ニ

へ と 変態す る こ と が考えられ る，本種の メ ガ μ パ の 主な特徴は ， ユ）既報 の 幼 生 よ りも甲が 大 きい （甲長 3．6

mm ）．2）第 3 歩脚 は 指節 が鎌状 で ，まだ 鉗状 に は 発達し て い な い ，3）尾肢は 外肢が発達 し．その 外縁 に 27

本 の 羽状毛を 列生す るが ，内肢は こ ん跡を 止 め る の み な ど を挙げ る こ と が で きる 。さ ら に．本科 の メ ガ ロ バ を

比較識別す るに あ た っ て は 頭部付属肢と と もに ，歩脚 の 形態 と尾肢の 内外肢 の 発達 に 注 目す る必要がある 。

幼 生 形態 か ら見たカ ク レガ＝ 科 （甲殻綱 ：短尾区）の 系統類縁関係

小西光
一 （北大 ・理 ・動物）

Larvae 　of　the　family　Pinnetheridae （Crロstacea ； Brachura ）and 　 its　bearing　on 　phylogeny

KOO 工CHI 　 KON 王SHI

　力 二 類 の 中で カ ク レ ガ ニ 科 （5 亜科，約 300 種） は 共生種 を 多 く含ん で お り，それ らは 成体 で の 特殊化傾向

が強 く，そ の 分類に 関 して は 問題点 も少な くな い 。

一
方本科 の 幼塗発生 に つ い て は 現在迄 に 4 亜科 11属 37種 に

お い て 一部又 は 全部の 幼生期 の 記載 が あ る が．こ れ ら の 幼生 は 同
一
科内 の み ならず同

一
属 内で も著しい 形態及

び 齢期数 の 変異を 示 す 。 さ ら に は 成体 に お け る盥 の 配列を 調 べ た 所，一
部 の 例外を除 き幼生形質同様 の 大 きな

科内変異が見られ，こ れらの 事 は 他 の 科 で は 見 られ ぬ 傾 向で あ る 。 本科幼生 は Ajkawa （1929 ， 1933）の 幼生分

類形質などを基に して 5 つ の 大 きな グ ル ープ に 分け る 塩が 出来，そ れ ぞれ の グ ル ープは 他 の 6 つ の 科 の 幼生 と

多 くの 共通点を有す る事がわ か っ た 。 以上 の 事 か ら，本 科 は 単
一

の 系統 の み に 由来す る もの で は無く．現在の

知見 か ら推定 して 少な くと も 2 つ 以 上 の 異 な る 系統 グル ープ に 由 来す る 多系統的な もの で あ る 可能性 があ る。
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